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強い こ だわ り を示 す広 汎性発達障害児に お け る家庭場面へ の 支援の事例検討

　　　　　　一刺激フ ェ イデ ィ ング法を用い た衣服 へ の こだわ りの 軽減

松下　浩之 ・園 山　繁樹

　本研 究は 、 特定の キ ャ ラ ク タ
ー
等に対 して強 い こ だ わ りを示 して い た広汎性発達障

害 の あ る幼児 1 名 に対 して、行動療法の技 法の
一

つ で あ る刺激 フ ェ イデ ィ ン グ法 と分

化強化法を組み 合わせ て 用 い る こ とで非嫌悪的な手続 きで こだわ り行動 を軽減す る こ

とを試み た 。 その 結果 、 軽減された こ だわ りは約 6 ヶ月後の フ ォ ロ
ー

ア ッ プ にお い て

も維持が確認 され、刺激 フ ェ イディ ン グ と分化強化を組み合 わせ る方法が効果的であ

っ たこ とが示 された 。 また、対象児が好みの 服 を着る こ とを強化子 として 設定す る こ

とでそ の機会 を保障 し 、 その 日を選択する こ とで 自立 度や 多様性に考慮 した支援 を展

開す る こ とが で きた 。 しか し、 他の もの へ の こ だわ り行動は引 き続 き観察され てお り、

対象児の 「こ だ わ り」とい う特性その もの は変容 しなか っ た 。 こ れ らの 行動 を
一

方的

に抑制する の で は な く、社会的に容認で きる もの は容認 し、本人が 納得 しなが ら行動

変容を図 っ て い くこ とが重 要で ある と考え られ た 。

キー ・ワ
ー

ド ：広汎性発達障害

　　　　　　 中心計画

こ だ わ り　行動療法　刺激フ ェ イデ ィ ン グ法　本人

工．は じめに

　広汎性発達障害 の 特徴の ひ とつ として 、 限定

的 ・反復的行動や 同一性 の 保持が挙げられ 、こ

れ らの 特徴 の ため に活動に参加 する こ とが 困難

で あ っ た り、 そ の ような 活動 に 参加す る こ とに

よ っ て 得 られ る利益 を享受で きなか っ た りする

問題が生 じる こ とが 少な くない 。 また 、 広汎性

発達障害は 自閉性障害や アス ペ ル ガ ー障害 など

い くつ か の 障害の 上 位 カ テ ゴ リ
ーで あ り、基 本

的に は知的障害の 有無 とは無関係で あ る。 その

た め、知的機能 レ ベ ル に 問題が な くて も、自閉

性 障害の 側面 に対する十分な配慮 と援助が 必 要

となる こ とが 指摘 され て い る （園山，2003）。

　自閉性 障害の 子 ど もは 、環境変化 へ の 過敏

さを背景 として 、
い わゆる 「こ だわ り行動」が

筑 波 大 学 大 学 院 人 間 総 合科学研究科

生起する場合 もある （野呂 ，
　2006）。 こ だわ り行

動は 行動 問題 を引 き起 こ す場合 もあ り、 井澤

（2007）は そ の 支援の ポ イ ン トとして、本人お

よ び 周囲 の 心 理的 ・身体的 な健康が 脅 か され

ず 、 人 を巻き込 まなければそ うした こだ わ り行

動 を認め て い くこ と、本人 が徐 々 に納得 しなが

ら我慢 して い ける よ うに仕向ける こ とを挙 げて

い る 。 また 、 奥山 （1998） も、こ だわ りへ の 介

入 の 方法論の 検討の 必 要性と同時 に、環境の 整

備の 重要性を示 して い る。

　近年、発達障害児者 の 行動 問題の 改善に関 し

て 、 行動分析学 的技法を活用 した行動療 法に よ

る対処法が成果 をあげて い る （服巻 ・
野 口 ・小

林，2000）。 行動療法は、学習心理学の研 究成果

を活用 し、基本 的に対象と なる人たちの 不適切

な行動の 減少や適切な行動の 習得 を促進するた

め に援助計画を考案 し 、 実施す る手法 で あ る
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（小野 ，2007）。 行動療法は近年急 速に 発展 し、

さまざまな方法論が 提唱 されて い るが 、古典的

な行動療法 は 、 オペ ラ ン ト技法 とレ ス ポ ン デ ン

ト技法に 大別 され る 。 前者は 、結果 として 随伴

される刺激 に制御 される オ ペ ラ ン ト行動の 学習

理論 に基づ くもの で あ り、シ ェ イ ビ ン グ法やチ

ェ イ ニ ン グ法、自己管理手続 きなどが挙げ られ

る 。 また、後者は先行す る刺激 に誘発 、 制御 さ

れ る レ ス ポ ン デ ン ト行動の 学習理論に基づ くも

の で あ り、 系統的脱感作 法などがあ る。

　幼児期の 恐怖症 に対 しては、刺激 フ ェ イ デ ィ

ン グ法が効果的なア プ ロ ーチ の
一

つ と して挙 げ

られ る 。 こ れは 、 不安 を喚起する刺激 を徐 々 に

導入す る
一方で不安を抑制する （ある い は 喚起

しない ）刺激を徐 々 に消退す る こ とに よ り、 最

終的 に当初 の 不安喚起刺激に 対 して 不安が 喚起

され ず適切 な行動が遂行で きる よ うにす る とい

う、 レス ポ ン デ ン ト技法 の ひ とつ で ある 。 刺激

フ ェ イ デ ィ ン グ法 を用 い た手続 きは 、これ まで

選 択性緘黙 （加藤 ・小林 ・山中 ，
1985 ；園山 ，

1992）や先端恐怖症 （Shabani＆ Fisher
，
2006）、

拒食症 （Freeman ＆ Piazza，1998）な どへ 適用 さ

れ 、 有効で あっ たこ とが 報告 され て い る 。 しか

し、 こ れ らの技法を単独で 適用する こ とで は効

果が 不十分で あ り、嫌悪 的で 制 限的な対処法で

ある とい う指摘 もある （Favell ＆ Reid
，
1988）。

また、Freeman　and 　Piazza （1998） も、刺激フ ェ

イデ ィ ン グ法 と分化 強化法 を併用する こ とが よ

り効果的で ある と指摘 してお り、オ ペ ラ ン ト技

法と レ ス ポ ン デ ン ト技法を組み 合わせ て 介入計

画を実施す るこ とが 重要で ある と考 えられ る 。

　ところで 、 知的障害あるい は自閉性障害の あ

る 人は 自らの 意思 を十分 に表現する ことが 困難

で ある た め 、 支援サ
ービ ス の 提供が家族や支援

者中心 に な りがちで ある （園山
，
2004）。 近年で

は、ノ ー
マ ライ ゼ ー

シ ョ ン やイン クル ージ ョ ン の

概念 の 普及 を背景に 、Person−Centered　Planning

（本人中心 計画 ；以 下PCP ） が発展 して きた

（O
’Brien ＆ 0 ’Brien，2002）。　PCP は 、 あ くまで

も障害児者本人の 長所や 興味、好み を中心 に本

人や 家族の 持 つ 夢や 可能性、具体的な将来像 に

で きる限 り近づ けるた め に現実的な計画を作成

する ア プ ロ ーチ の 総称 で ある （Everson，1998）。

Malette（2002）は 、
　PCP の実施は ライ フ ス タイ ル

全体に影響 し、QOL の 向上 に効果が ある と指摘

して お り、PCP の 実施に よ っ て 行動 問題が 減少

して くる こ と も報告 され て い る （Wagner ，
2002）。

　行動問題 の減少にお ける行動論的ア プ ロ ーチ

の 有効性 は以前よ り実証 され て お り、 その 方法

論も嫌悪的な方法か ら非嫌悪的 な方法 へ
、 さ ら

に は生 活全般 の 改善 を目指 した方法へ と発展 ・

拡大 されて きた （下 山 ・園 山
，
2005）。PCP と

基礎 的 な価値観を共有す る ア プ ロ ーチ と して、

Positive　Behavioral　Support（積極 的行動支援）

があるが （Kincaid＆ Fox，　2002）、その 中で も正

の 強化に よる介入方略の 使用や 日常生活へ の 般

化は重 要 な要素 と して 挙げ られて い る 。

　以上 を踏 まえて 、本研究で は特 定の キ ャ ラ ク

タ
ー
等に強 い こ だわ りを示す広汎性発達障害児

1 名を対象に 、 幼児期の恐怖症 へ の 効果的なア

ブ m 一
チ の ひ とつ で ある刺激 フ ェ イデ ィ ン グ法

を正 の 強化を用 い た分化強化手続 きと同時に用

い て 、で きる 限 り非嫌悪的な手続 きに よ っ て本

人が納得 しなが ら こ だわ り行動 を軽減 して い く

た め の 支援方法 を検討する こ とを 目的とする 。

1 ．方　法

　 1 ．参加者

　本研究 には、幼稚園 に 在籍する 男児 1 名 （以

下，A 児） とそ の 母親が参加 した 。
　 A 児は医療機

関 よ り広汎性発達障害の 診断 を受 けて お り、 本

研 究開始時の 生活年齢 は 5歳 2 ヶ 月で あ っ た 。

A 児は 4 歳 9 ケ 月時よ り、B大学 の 教育 相談 に

お い て個別指導を受けて お り、当時実施 した 田

中 ・ビネーV に よる IQ は86 （CA4 ：9，
　MA4 ：1）

で あ っ た 。 B大学に来所前 、 他 の 相談機関にお

い て こ とば の 発達の 遅れを指摘 されて お り、本

研究 開始時 には眼前の 物 を 2〜 3語文で叙述 し

た り要求 した りする こ とは で きた もの の 、表出

した こ とば とそ の 後 の 行動が
一致 して お らず、

同 じフ レ ーズ を何度 も繰 り返すと い っ た行動が

観察 された 。 また、平仮名に興味 を示 し、

一
文
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字ずつ 指差 しプ ロ ン プ トを行 うこ とで逐字読み

をする こ とは で きて い た 。 家族 の 主 訴 と して 、

強い こだ わ り行動や奇声 や大声 な どの 家庭 にお

ける行動問題 で 困っ て い る こ とが 挙げ られ た 。

こ だわ りの 対象は道順、好 きなキ ャ ラ ク ターが

プ リ ン トされ て い る衣服 、 絵本 、 お もちゃ や雑

貨 、 風 呂の ふ た など多岐 に わ た っ て い たが 、 特

に大好 きなキ ャ ラ ク タ
ー

で あ っ た 「きかん しゃ

ト
ー

マ ス 」が プ リ ン トされ て い ない 衣服 や靴下、

靴 を着用する こ とが で きなか っ た 。 身体の 成長

に 伴い
、 A 児の サ イズに 合 う 「きか ん し ゃ トー

マ ス 」 がプ リ ン トされて い る衣服 （以下 、 「キ

ャ ラ ク タ
ー

の服」 とする） を用意する こ とが困

難 となっ たが 、激 し く抵抗するた め に、キ ャ ラ

ク タ
ーの プ リン トされ て い ない 服 （以下 、 「普

通 の服」）を着させ る こ とがで きなか っ た 。 ま

た 、 奇声や 大声は こ だ わ り行動の 反応型 の
一

つ

で もあ っ たが、母親に対 して 機能的ア セ ス メ ン

トイ ン タ ビ ュ
ー （0 ’Nei1，　Horner ，

　Albin
，
　Sprague

，

Storey，＆ Newton ，1997） を実施 した結果 、 主 な

機能は事物ある い は注目 の 要求と自己刺 激が重

複 して い る と考え られ た 。

　大学の 教育相談は隔週で 行い 、就学に備えて

読み書 きや算数 などの ア カ デ ミ ッ ク ス キ ル の 指

導の ほか、適切 な注意喚起や援助要求な ど ソ ー

シ ャ ル ス キ ル の 指導を行 うと同時に 、 第一著者

（以下 、 Th とす る）が約 15分間、別室で 指導の

様子 を見 なが ら母親 と面接 を行 っ た 。

　 2 ．場面設定 と研究期間

　 母親に よる 自己記録 とパ フ ォ
ー

マ ン ス ・フ ィ

ー
ドバ ッ ク法を用 い た 。 家庭 に お ける毎朝の 着

替え時に、A 児の 母親が 直接支援 を行 っ た 。
　 Th

は母親に記録用 紙へ の 記入 を依頼 し、 原則 と し

て 月 2 回 の B 大学教育相談時 に、 2週 間分の 記

録結果 を見 なが らその 遂行に フ ィ
ー

ドバ ッ ク を

提示 し、翌 日以降の 手続 きを母親 と検討 した 。

その 際 、 細かい 手続 きや対応方法等に関 して母

親か ら質問が あれ ば答 え、 忘れない よ うに 母親

に メ モ して もら っ た 。 記録用 紙は 着替えの 結果

とその 日の 様子 を記述 す る もの で あ り、Fig．1

に 示 した 。

　 研究期間はX 年10月〜X ＋ 1 年 2 月まで の 9 ヶ

月間で 、 プ ロ ーブ終了の 6 ヵ月後に フ ォ ロ
ー

ア

ッ プを実施 した 。

　 3 ．使用 した刺激

　 母親 との 協議 の 結果 を考慮 し 、 不安反応喚起

刺激 と して 普通の 衣類 と、不安拮抗刺激 と して

キャ ラ ク タ ー
の ワ ッ ペ ン や シー

ル を用 い た 。 前

者は本児の 好 き嫌 い にか か わ らず、キ ャ ラ ク タ

ー
が

一
切 プ リ ン トされて い な い シ ャ ツ 、 ズ ボ ン 、

靴下、靴 と定義し、そ れぞ れ 「普通の シ ャ ツ」、

「普通 の ズ ボ ン 」、「普通 の 靴下」、「普通の 靴」

と した 。 後者は市販 されて い る もの で 、 シ ール

は紙製 の小 さな もの 、ワ ッ ペ ン はア イ ロ ン で貼

り付け る もの で あ っ た 。 ま た、強化子 と して

「きか ん し ゃ トーマ ス 」の キ ャ ラ ク ターが
一

部

に プ リン トされて い るシ ャ ツ 、 ズ ボ ン
、 靴下 、

靴 を用 い 、それ ぞれ 「キ ャ ラ ク タ ーの シ ャ ツ 」、

「キ ャ ラ ク タ
ー

の ズ ボ ン 」、「キャ ラ ク ターの 靴

下」、「キ ャ ラク タ
ー

の 靴」 と した 。 また 、 標的

行動及び 強化子が提示 され るた め の 弁別刺激 と

して 、 普段家庭 に おい て 使用 して い た 月め くり

式の カ レ ン ダ ーを用 い た 。

　 4 ．従属変数 とデ ータ処理

　 シ ャ ツ 、ズ ボ ン、靴下 お よび靴の 4 項 目に 関

して、毎朝の着替え行動 の 遂行 を母親が記録用

紙 に記録 した 。 A 児の 着替え行動は各項 目にお

い て それぞれ 、   嫌が らずに着る、  嫌が っ た

上 で 着る 、   着 る こ とが で きなか っ た、の 3 つ

に分類 された 。 得 られた デ
ー

タは それ ぞ れ、 

の 場合 は 2点 、   の 場合 は 1点 、   の 場合 は 0

点と得点化され、 1 日ご とに 4 項 目の 合計得点

が算出され た 。 すな わ ち、全て の 項 目に お い て

嫌が らずに着る こ とが で きた ら満点の 8点、全

て の 項 目で着る こ とが で きなか っ た ら 0点で あ

っ た 。 さらに 、 以下の 算式 に 従い 、 各週 にお け

る合計得点 をその 週の 満点 となる 得点で 割 る こ

とで達成率を算 出 し、従属変数 とした 。

　達成率 （％ ）＝ （各週 の 合計得点）／

　　　　　　　　　　 （実施 日数 × 8）× 100

例 えば 7H 間手続 きを実施 し、 その 全て の 日に

お い て 靴下は 2 点 、 シ ャ ッ とズ ボ ン が そ れ ぞれ
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日付 曜 日 服 に 関 して 靴に 関 し て
変 わ っ た 反応 は

あ りま したか ？

そ の 日は何か特に変わ っ た こ と

　 　 があ りました か ？

2／14 木

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

自分で用 意 す る…
※　嫌が らずに着る…

◎　嫌が っ たあとに 着る
…

○　結局着れない … x 　ト
ー

マ ス を着る… T

Fig．1　母親に依頼 し た 記録用紙

1点、靴 は 0 点で あっ た場合 、そ の 週 の 合計得

点は 28点 （4 点 × 7 日）で ある の で 、 その 週の

達成率は 50％ で あ っ た 。

　また 、 本研究は基準変更デ ザイ ン を用 い 、 視

覚的検討法 に よ り分析 した 。

　 5．手続 き

　本研究に おけ る刺激 フ ェ イデ ィ ン グ の 基本的

な手続きの 流れ をFig．2 に示 した 。 また 、 以下

に各条件に おける手続 きを記述 した 。

　（1）ベ ース ラ イ ン （以下 ，
BL 。 第 1 〜 2 週）：

母親 が不安反応 喚起刺激 と して の 普 通 の シ ャ

ッ 、ズボ ン、靴下 、靴をそ れ ぞ れ A 児に対 して

提示した 。 強化子は そ の 時の 本児の 欲 しが っ て

い た 物や 活動の 中か ら提示可能 なもの を母親が

任意 に設定 し、 提示 した服 をA 児が着るこ とが

で きた場合 に提示 した 。 本研究 を通 じて 提示 さ

れ た強化子 は言語賞賛 、 ア メ 、 抱擁 、
バ ス 停 ま

で 手 をつ な ぐなどで あ っ た 。 A 児が嫌 が っ て 着

ない 場合は 「じゃ あその 服 （キ ャ ラク タ
ー

の 服）

で い い よ」 とそ の 主張に従 っ た 。

　 （2） 介入 期 1 （第 3 〜 9 週）：介入 の 緊急性

を考慮 して刺激 フ ェ イデ ィ ン グ法の 適用 を検討

し、A 児が キ ャ ラ ク タ
ー

の シ ャ ツ 、 ズボ ン
、 靴

下 を着る こ とがで きる 日を母親が週 2 回任意 に

設定 し、 月め くりカ レ ン ダーの 該当す る 日 に絵

を描 い て 明示 した 。 そ れ以 外 の 日に母 親の 提示

した普通 の 服 （不安喚起刺激）を着た場合、母

親は BL 期 と同様に 任意の 強化子 を提示 した 。

着る こ とがで きな い 場合 は不安拮抗刺激 と して

キ ャ ラ ク ターの シ ール や ワ ッ ペ ン な どを普通の

服 に 貼 りつ け 、 着る よ う促 した 。 靴に 関 して は 、

玄関に普通の 靴 とキャ ラ クタ
ー

の靴 を両方 出し

て お き、A 児 の 好 きな靴を履 くこ と と した 。 本

条件 の 達成基準は 2 週連続で 達成率が53％以上
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法
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　 キ ャ ラ ク ターの 小物

　　 （不安拮抗刺激）
　 　 　 　 　 十

　　キャ ラ ク ターの 靴

一
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号

　　
　 　
→

　　

　 　

　　　　普通 の 服

　 　 　 　 　 十

普通 の 靴 （不安喚起刺激）

　 　 　 　 　 十

　 キ ャ ラ ク ターの小物
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→
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　 十

普通 の 靴

分

化
強
化

法

　　　　　　Fig．2　本研究で 用 い た刺激 フ ェ イデ ィ ン グ法 の 流れ

図 の 左側 の 先行刺激 は，キ ャ ラ ク タ
ー

の 服や 靴か ら徐 々 に普通の 服や 靴に 変え てい く （刺

激フ ェ イデ ィ ン グ法） 介入手続きを示 して い る．また，図の 右側の 結果刺激 は，標的 行

動 の 生 起 に対 して 強 化 子 を随伴 し （分化強化法）、その 強化子を徐 々 に 日常的 な強化子

（言語賞賛な ど） に 変 え て い く介入 手続きの 流 れ を示 して い る ．

と し、達成 した場合は次の 条件 に移行 した 。 こ

の 達成基準 は 、標的 と した シ ャ ッ 、 ズ ボ ン 、靴

下の 3 項 目に お い て、母親が指定 したキャ ラ ク

ターの 服 を着 られ る 2 日間 を除い た残 りの 5 日

間で、全て正反応が生起 した場合の 達成率と し

て算出 した （前述の 達成率の 算出方法に基づ く。

53％ ≡ （30匚3項 目 x2 点 × 5 日］）／ 56［7 日 × 8

点］）。

　 （3）介入期 皿　（第 10〜15週）：A 児 が キ ャ ラ

ク ターの シ ャ ツ 、ズボ ン、靴下 を着る こ とがで

きる指定 日を週 1 回に し、カ レ ン ダ
ー

に絵を描

い て 明示 した 。 その 他 の 手続 きは介入 1 と同様

であ っ た 。 本条件の 達成基準 も前条件の 場合 と

同様の 方法で算出 し、 2 週連続 で 達成率が 64％

以 上 と した。

　 （4）介入期 皿 （第16〜18週）： キ ャ ラ ク タ
ー

の シ ャ ツ 、 ズ ボ ン 、 靴下を着 る こ とが で きる 日

をA 児 と母親が 話 し合 っ て 週 1回決定 し、 カ レ

ン ダ
ー

に絵を描 い て明示 した 。 そ の 他 の 手続 き

は介入 H と同様であ っ た。 本条件 の 達成基準 は、

前条件と同様に 2週 連続64％ とした 。

　 （5）介入期 IV （第19〜22週）：普通 の 靴 を履

く日をA 児 と母親 が話 し合 っ て 週 2 回決定 し、

カ レ ン ダ
ー

に絵 を描 い て 明示 した 。 靴以外 の 衣

類 へ の 介入 を含む、そ の 他の 手続きは介入 皿 と

同様で あ っ た。本条件は、標的 とした シ ャ ツ 、
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Table　1 母親に対 して 実施 した妥 当性お よび有効性 に 関す るア ン ケ
ー

トの 結果

質問項 目 回答

苦手な服を少しずつ 慣 らして い くとい う方法は、効果的 で したか ？

苦手な服 を少 しずつ 慣 ら して い くとい う方法は 、 適切で した か ？

好きな服 を着る 日を、自分 で 決め る とい う方法は効果的で し た か ？

好 きな服 を着る 日を、自分 で 決め るとい う方法は適切 で したか ？

支援期間 は 9 ヶ 月間 で し た が 、適切で し た か ？

ス タ ッ フ に よ る 支援方法 の 説 明 は、適切 で し た か ？

支援方法は、保護者 の 要望を満 た して い る もの で したか ？

家庭 で の 様子 を記録用紙 に 記入 して い ただ きましたが、分量 や 内容は 適切で した か ？

はい

はい

は い

はい

は い

は い

は い

は い

ズ ボ ン、靴下、靴の 4 項 目にお い て 5 日間正反

応が生起 した場合 にその 週の 達成率となる71％

を基準とし 、 2週 連続で達 成 した場合に次の 条

件に 移行し た 。

　（6）介入期 V （第23〜30週）：普通の 靴 を履

く日を週 3 回 に した 。 そ の 他の 手続 きは介入 N

と同様で あ っ た 。 本条件 は達成率が 2 週連続で

75％以上 とな っ た場合に達成 とみ な した 。

　（7）介入期 VI （第31〜32週）：普通 の 靴を履

く日 を週 4 回に した 。 そ の 他 の 手続 きは 介入 IV

と同様 で あ っ た 。 本条件の 達成基準は、 2 週 連

続78％以上の達成率で ある こ ととした 。

　 （8）介入期皿 （第33〜34週）：普通の 靴 を履

く日を週 5 回に した 。 その 他 の 手続 きは介入 IV

と同様で あ っ た 。 本条件の 達成基準は、 2週 連

続 82％以上 の 達成率で ある こ ととし、プ ロ
ー

ブ

条件 に移行 した 。

　 （9）プ ロ ー
プ ：BL と同様の 手続 きで行 っ た 。

　 （10）フ ォ ロ
ー

ア ッ プ ： プ ロ
ー

ブ終了 の 6 ヵ

月後 に、BL と同様の 手続きで 行っ た。

　 6．イン フ ォ
ーム ドコ ンセ ン トと社会的妥 当

　　　性の 評価

　本研究 開始 に あた り、A 児の 母親に対 して 、

本研 究の 概 要お よび予想 され る結果 に関 して 口

頭 で 十分 な説明 を し、同意 を得た 。 また、フ ォ

ロ
ー

ア ッ プの 終了後、母親に対 して 本研究で 用

い た 手続 きの 妥当性お よび有効性に 関 して ア ン

ケ
ー ト調査 を実施 した。質問項 目は、刺激 フ ェ

イデ ィ ン グ法の 有効性及び妥当性、服 を着る 日

を 自己選択す る こ との 有効性及び妥当性 、 介入

期 間の 長 さ、 イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン ト、 介入

計画の 妥当性 、 記録の 分量や 内容 に関する 8 項

目か らなる もの で あ っ た 。 回答は 3段 階 （は い 、

い い え 、 わか らな い ）で行 い 、母親の 評価を検

討した 。 すべ て の 質問項 目をTable　1 に 示 した 。

皿．結　果

　A 児の 反応 に 関 して 、A 児の 母親か ら受け取

っ た記録用紙の 結果 を分析 し、各週 における達

成率の 推移 をFig．3に示 した 。　BL は 2 週 間行い 、

達成率は平均で 31．3％ （23．2−39．3％ ）で あ っ た 。

記録用紙 に よる と 、 A 児は 自分で タ ン ス か らキ

ャ ラ ク タ
ー

の 服 を
一
式持 っ て きた り、 普通 の 衣

類 を提示 され た場合 に 「トー
マ ス 1 トー

マ ス 1」

と言 っ て 暴れ た りす るな ど 、 キャ ラク ター
へ の

強 い こ だ わ り反応が生起 して い た 。 しか し、靴

下 に 関 して は 、 「履か ない と帰れ な い 」な どと

自分に言 い 聞かせ る よ うにぶ つ ぶ つ 言 い なが ら

も、ス ム ーズに履 くこ とがで きる 日もあ っ た 。

また 、 普通の 服 を着た ら本 を読 むこ とを条件 と

して提示す る と 、 普通の 服 を着 る こ とがで きる

こ とがあ る こ とや 、 A 児か ら 「トーマ ス ラ ン ド

へ 行 っ て ワ ッ ペ ン買 っ て きて ね」 などと泣きな

が ら着替える こ と もあ っ た 。 母親か らは、全 部
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　　　　　　　　　　 Fig．3　各週に おける達成率の推移

　図 の 上段 に全 4 項 目の 達成率を，下 段 に項 目ご との 達成率 をそれ ぞれ 示 した．また，図

　中 の 条件名の 下 部 に，各条件 で設定 したキ ャ ラ ク タ
ー

の 服あ る い は靴を着用す る 日数 を

示 した．図 中 の破線 は 各条件 に お け る達成基準を示して い る．

普通の服 を着 る と不安 そ うに して い る こ とや 、

外か ら見えな い 部分 はキ ャ ラ ク タ ー
が なくて も

我慢で きて い る こ と、靴 に 関して はどうして も

普通の もの が履けなか っ た ため、手続 き通 りキ

ャ ラ ク タ ーの 靴 を履 い て い た こ とが 報 告 され

た 。 Th は母 親 に対 して 、 手続 き通 りに 実施 で

きて い る こ とをフ ィ
ー

ドバ ッ ク し、 その 後の 介

入 の 方針を協議した 。

　介入期以 降は 、 カ レ ン ダーに キ ャ ラ ク ターの

服 や靴 を着 る 日を記入す る手続 きを導入 した 。

その 例 と して 、X ＋ 1 年 3 月におけるカ レ ン ダー

をFig，4に示した 。

　介入期 1 の 記録用紙に は、は じめ カ レ ン ダ
ー

に注 目す る こ とは なく、自分 でキ ャ ラ ク タ
ー

の

シ ャ ッ や ズ ボ ン を探 し出 し て 着 るな どの 記述が

あ り、 第 1 週 目の 達成率は 26．8％ で あ っ た。し

一 165一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

A ＄ sociation 　of 　Di ＄ability 　Seiences ，　Japan

松 下　浩之 ・園山　繁樹

　　　　　　　　　 Fig．4 　月め くりカ レ ン ダーの例

介入期 1 以 降使用 した 月め く りカ レ ン ダーの う ち，介入期 IV〜V で 実際 に 用い られ た カ

レ ン ダーを示す．カ レ ン ダー
中の ア ニ メ の キ ャ ラ ク ターは トーマ ス の 靴 を履 く日 を示 し，

靴 の 絵 は 普通の 靴 を履 く日 を示 して い る．服 に 関 して は ，手続 き上 は ト
ー

マ ス の 服 を着

る 日 を 1 日 設定 し，記 入 す る こ と に な っ て い たが ，A 児 は毎週 日曜 日に 着る こ と に 決 め

て い た よ うで ，カ レ ン ダー
に は 記入 して い な い ．

か し日が経 つ に つ れ て 、 キ ャ ラ ク ターの シ
ール

や ワ ッ ペ ン を自分か ら要求 し、 嫌がる もの の 普

通の 服 を着る こ とがで きたと記録 される 日が多

くな っ た。「嫌が っ た 上 で 着る」 と い うの は 1

点の 得点が 与え られ る標的行動で あ っ たため、

達成率が上昇 した 。 母親からは 「週 2 回設定さ

れ た キ ャ ラ ク タ
ーの 服が着 られる 日に は笑顔で

動 き回るな ど喜ん で い る様子が 観察 され、翌 日

は 『今 日は トーマ ス じ ゃ な い の ？』や 『今日 も

トーマ ス が い い な 』な ど と い っ た反 応が頻繁に

生 起 した 」と の 報告が あ っ た。 また、母 親が

「今 日は こ の 新 しい 服 に しよ うね」と新 しい 服

を提案して も、 A 児は比較的ス ム ーズ に着 る こ

とが で き、普通 の 服の 種類 も徐々 に増えて い っ

たとの こ とで あ っ た 。 本条件は 、 第 8 週で基準

となる 2 週連続 53％以上 を達成し て い たが 、隔

週 に実施 した相談 日の 都合上 、 第 9 週 まで実施

した 。 介入期 1 にお ける達成率の 平均 は48．7％

（26．8−58．9％ ）で あ っ た 。

　介入期 llは、幼稚園が冬休み に入る時期に 開

始 し、「普通の 服 を着 る こ と に対す る抵抗 も少

なか っ た こ と、黄色が 好きにな っ たようで 、 そ

れ まで は 着 た こ と の なか っ た 黄色 い 服 を嬉 し

そ うに 着て い る こ と」な どが 報告 され た 。 本条

件で は、 3 週で 達成基準に達 して い た が、冬休

み で あ っ た こ とで相談 日がなか っ たため 、第 15

週 まで 実施 した 。 達成 率は平均 64．0％ （58．9−

67．9％）で あ っ た 。

　介入期 IHで は 、 キ ャ ラ ク ターの 服 を着る 日を

本人が決定 した 。 初回か ら 「土 曜日に着る」 と

言 っ て お り、い つ も着て い る 日 とは異な っ て い

たが 、普通の 服 の 日は嫌が らず に普通 の 服を着

る
一

方で 、 キ ャ ラ ク タ
ー

の 服の 日は 自分で タ ン

ス の 中か らキ ャ ラ ク ターの 服を選 んで着て い た

こ とが 記録 され て い た 。 また 、母親か ら 「今 日

は トーマ ス の 日 じ ゃ な い の ？」 と 聞 い た り 、

「もうす ぐ ト
ー

マ ス の 日だね」 と何 回 も言 っ た

りしなが ら、カ レ ン ダ
ーを頻繁に見て い る こ と

や 、 決め られ た 日以外に キ ャ ラ クタ
ーの 服 を着

ようとした と きにカ レ ン ダーに印が ない こ とを
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見せ る と、納得して着替える こ ともで きた こ と

が報告 された 。 本条件における達成率は 、 平均

で 62．5％ （57．1−66．1％） で あっ た 。

　 介入期 IVか らは、普通の 靴を履 く日 もカ レ ン

ダー
に 明記する手続 きと した 。 「普通の 靴」 は 、

A 児 と母親が一緒 に買 い に行 き、A 児 の 好 きな

黄色 の 靴を選択 して購入 した 。 しか し記録用 紙

に よる と、服に関 して は安 定 して 嫌が らずに着

る こ とが で きて い た が、初めて普通 の 靴を履 く

前 日の 夜 には 、 大泣 きして カ レ ン ダーにバ ツ 印

をつ けるな どの 反応が 生起 した 。 母親 か らは 、

普通の 靴 の 上 にキ ャ ラ ク タ
ー

の シ ール を貼る と

ス ム ーズに 履 くこ とが で き、シール は 次の 日も

同 じもの を使 っ たが 、 シ ール が取 れて い た 日に

は 少 し嫌が る様子 が見 られた こ とが報 告 され

た 。 本条件 にお け る達成率は 、平均で 73．2％

（66．1−78．6％） で あ り、 特 に 後半は シ
ー

ル を貼

りなが らも、全 く嫌が るこ とな く履 くこ とがで

きた 。

　介入期 V で は、普通 の 靴を履 く日を週 3 日 と

した 。 母 親が どの 服や靴 を着用する 日か をA 児

に確 認 しな くて も、A 児が 自発的に 「今 日は黄

色の靴の 日だね」 とか 「トーマ ス 服 の 日だ」な

ど と母親に教 えに来る こ と もあ り、楽 しそ うに

して い る こ とが 報告 された 。 また 、靴 に貼 っ て

い た シ
ー

ル を 自分で は が して 履 い て い くこ と

や、逆 に 自分で はが した に も拘 らず 「シ
ール が

な い 」と言 っ て嫌がる こ と もあ っ た との こ とで

あ っ た 。 さ らに、記録用紙 に よ る と 、 後 半に は

雨の 日が多 く、急に長靴を履か なけれ ば な らな

い 日 もあ り、安定して ス ム ーズ に履 くこ とが で

きなか っ た。

　介入期 W 、 W と徐々 に普通 の 靴を履 く日を増

や して い っ た が 、 特に 日数を気にする こ と は な

く、キ ャ ラ ク タ ーの 日は嬉 しそ うにはす る もの

の 、普通の 靴 を履 い て 出か ける こ とや 自分で普

通の 靴を玄関に用意するこ と も見 られ る よ うに

な っ た こ とが報告され た。

　プ ロ ーブ で は、カ レ ン ダー
に事前 に予定 を明

記せ ず 、 当 日の 朝 に ど の 服や靴 を着用するか決

め て い た が 、 達成 率は 5 週 間の 平均で 91．1％

（85．7−94．6％ ）で あ り、新 しい 靴 を履 くこ と も

で きたとの こ とであ っ た 。 また、や は り長靴 に

関 して はス ム ーズ に履 くこ とがで きず、激 し く

泣い て拒否する行動が生起 した 。

　 また 、 フ ォ ロ ーア ッ プ後に行 っ た母親へ の 妥

当性 の ア ン ケ
ー トの 結果 を、質問項 目とともに

Table 　l に示 し た 。 苦手な服 を少 しず つ 慣 ら し

て い くとい う方法や、好 きな服 を着 る 日を自分

で 決め る とい う方法が A 児に とっ て効果的で適

切で あ っ た こ と、支援期間の 長 さや 支援方法の

説明が適切 で 、 保護者の ニ ーズ を満た して い た

こ となどが示 され、刺激 フ ェ イデ ィ ン グ 法の 有

効性 と介入 の 妥当性が確認された。

】v．考 　察

　 本研究 は 、 特定の キャ ラ ク ター等 に 対 して 強

い こ だわ りを示 した広汎性発達障害の あ る幼児

1 名 に対 して 、 刺激フ ェ イ デ ィ ン グ法を用 い て

非嫌悪的 な手続 きで こ だわ り行動を軽減す る こ

とを検討す るこ とを目的 と した 。 そ の結果、刺

激 フ ェ イデ ィ ン グ法 と任意の 強化子 を組 み合わ

せ る方法が効果的で あ り、 こ れは Freeman 　and

Piazza （1998）の 先行研究の 結果を支持す る こ

ととな っ た 。 また 、軽減 され た こ だわ りは約 6

ケ 月後の フ ォ ロ
ー

ア ッ プにお い て もほぼ維持 さ

れ て い た 。

　本研究で は 、 刺激フ ェ イデ ィ ン グ手続 きにお

い て各条件 に達成基準を設定 し、 系統 的に刺激

が フ ェ イデ ィ ン グ される よ う試み た。そ の 結果、

介入全体 として は徐 々 に刺激 をな くして い くこ

とが で きた 。 しか し介入初期 にお い て は 、 A 児

は キ ャ ラク ターの 服が着 られ な い こ とがわかる

と泣 い て 拒否 した り、大声を出すな ど強 い 回避

反応 を示 した りし て い た。本研究にお い て系統

的 に フ ェ イデ ィ ン グ した刺激は キ ャ ラク タ
ーの

服 を着 られる 日数で あ り、 キ ャ ラ ク ターそ の も

の で は なか っ た 。 つ ま り、 A 児 に と っ て キ ャ ラ

ク タ
ー
刺激は徐 々 にで は なく、 突然消失 したこ

とにな り、 それ 故にA 児の 回避反応が 生 起 した

もの と考 えられ る 。 また、介入以前は毎日着る

こ とがで きた キャ ラク ターの 服 を介入 期 1 で は
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週 2 日 に 、毎日履 くこ とが で きた靴 を介入期 IV

で は週 5 日に制限する こ とで刺激 フ ェ イデ ィ ン

グ の 手続 きを開始 した 。 結果 として こ の 介入は

成功 したが 、強 い 回避反応 へ の 対応 と して 、刺

激 フ ェ イデ ィ ン グ法 にお ける達 成基 準だ けで な

く、 撤退基準 を明確 に設ける こ とが必要で あっ

た か もし れ な い
。 系統的で は ない が 追加 の 手続

きとして、A 児が誤反応 を示 した場合 に財布や

ワ ッ ペ ン などの 小物を渡す とい うこ とを行 っ た

が、これ は先述の キ ャ ラ ク ター刺激の フ ェ イ デ

ィ ン グとい う点 を考える と 、 有効で あ っ た 。 ま

た 、 状 況に 合わ せ て 効果的で ある と考え られ た

強化子 を提示する こ とや、強化子が提示 される

日をカ レ ン ダ
ー

に よ っ て明確に示 した こ とに よ

っ て も、A 児は納得 して 普通の 服 を着 る こ とが

で きて お り、 本研究に お い て有効で あ っ たと考

えられ る 。

　介入期 皿以降 、 A 児は キ ャ ラク タ
ーの 服 を着

る 日を自ら決定する こ とがで きた。こ れ は強化

子 を自ら設定す る とい うこ とで あ り、非嫌悪的

な手続 きの 要素の
一．・

つ と し て 、非常 に重要 な意

味が ある 。 本条件で は 、 A 児が カ レ ン ダーを見

た り、「もうす ぐ トーマ ス の 日だね」 と言 っ た

りするな ど、強化子の 出現 を予期 して い る反応

が 生起 して い た 。 こ れ以前 の 条件 で は、キ ャ ラ

ク タ ーの 服 を着 るか どうか は母親が決定し て い

たため、普通の 服を着る こ と とキ ャ ラ ク ターの

服 を着る こ とに 関連性 が なか っ た と考 え られ

る。 しか し介入 期皿 に お ける A 児 の 反応か ら、

キ ャ ラ ク ターの 服 を着 る こ と と普通 の 服 を着 る

こ とが 、 ともに 「キ ャ ラ ク タ
ーの 服 を着 る」 と

い う同 じ強化子 に よ っ て生起 ・維持され る よ う

に な っ たこ とが伺 える 。 つ ま り、 こ の 時点で 両

者が同 じ反応ク ラ ス の 行動として 形成 され た こ

とが 考え られ る。さ らに、プ ロ ーブや フ ォ ロ ー

ア ッ プ期 の 記録 によ ると、キ ャ ラク タ
ーの 服や

靴 を着用する こ とが な くな り、特に強化子 を提

示 しな くて も普 通 の 服や 靴 を着用 で き て い た 。

こ の こ とか ら、A 児は 強化子 の フ ェ イデ ィ ン グ

も可能で あ り、社会 的か つ 自然な強化子 に よ っ

て維持 され て い る こ とが考えられ る 。

　強化の 効力に は、結果事象の 即時性、一
貫性、

確立操作 、 強化子特性 な どの 要因が影響を及 ぼ

す と考え られる 。 その 中で も、同 じ刺激で もそ

の 強化子 として の 効力 を高め る働 きとして 、 確

立 操作が 考え られ る （Michael，1993）。 こ の例

と して
一

定期 間ある 強化子 を与 えない で お き、

強化子の 効力 を高め る 「遮断化」な どが 挙げ られ

る 。 本研 究にお い て、キ ャ ラ ク タ
ーの 服を着 る

こ とは制限 され て お り、遮 断化として の 確立操

作が はた ら き、 強化価 を高め て い た もの と考 え

られ る 。

　 と こ ろで、A 児は フ ォ ロ
ー

ア ッ プ の 時期 には、

キ ャ ラ クター自体にあま り興味を示さな くな っ

て お り、好み が 変動 し て い た 可 能性 もあ る 。

Hanley，　Iwata，　Roscoc，　Thompson，　and 　Lindberg

（2003）は、活動の 好み の 変動に 関 し て 、以 下

の 3 つ の 手続 きに よ っ て 、低頻度行動 へ の 従事

行動 を増加 させ る こ とが で きる と して い る。 す

な わち、  高頻度行動へ の 従事を制限す る 、 

低頻度行動 へ の 従事の 後 で 、高頻度行動 へ の 従

事 を許可す る 、   低頻度行動の 遂行に随伴して、

付 加的な強化子 を提示す る とい うもの である 。

本研究にお い て 、 キ ャ ラ ク ターの 服 を着 る こ と

が 高頻度行動、普通の 服 を着 る こ とが低頻度行

動 で あ る と考 える と、先述 の 3 つ の 条件すべ て

を満 た して お り、プ ロ
ーブ にお い て も普通 の 服

を高頻度で着て い た 。 つ まり、低頻度行動で あ

る 「普通 の服 を着る」 とい う行動 に付加的 な強

化子 を随伴させ 、そ の 後で 高頻度行 動で ある

「キ ャ ラ ク タ
ー

の 服 を着る 」 とい う行動 を許可

する こ と で 、「普通 の 服 を着 る」行動が増加 す

る と同時に 、 普通の 服が好みの もの にな っ たと

い うこ と で ある 。 Hanley　et　al．（2003）の 好 み

の 変動 に 関す る 指摘 は 、実験的な条件づ け手続

きに よ っ て低頻度行動 へ の 従事率を増加させ た

もの で あ り、A 児の行動変容が 好み の 変動 に起

因する もの で ある と断定する こ とは難 しい 。 し

か し母親に よ る と 、 A 児 は 「ト
ー

マ ス なん て い

らない 」 と も言 っ て お り、 キャ ラ ク タ
ー

が好み

の もの で は な くな っ た可能性 は十分 に考え られ

る 。
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　 本研究 の 目的 の
一

つ に、非嫌悪的な方法を用

い る とい うもの が あ っ た 。 大声 や泣 くな どの A

児の 示す嫌悪的反応 は、突然普通 の服を着る よ

うに提示する BL 期 に比 べ て 、カ レ ン ダ ーに よ

っ て 普通 の 服を着 る 日を予め示す介入期の 方が

少な く、 その 後 も増 える こ とは なか っ た 。 こ の

こ とか ら、本研究で 用 い た方法論は A 児に とっ

て非嫌悪的なもの であ っ た こ とが 考え られ る。

　 今 日、様 々 な分野 ・領域 にお い て考え られ て

い るPCPの 視 点の 1 つ に 、 対象児者の 生活の 質

（QOL）の 向上 が ある 。　 Magjto−Mclauglin，　Spin−

osa
，
　and 　Marsalis（2002）はその 評価の 基準と し

て 、 自立度や 多様性、価値の ある 活動ある い は

好み の 活動 を経験 した 回数 な どを挙 げて い る 。

本研究 にお い て は、A 児が服 を着 る とい う活動

に関 して 支援を行 っ た 。 そ の 中で、A 児 の 好み

の 服 を着 る機会を保障 しなが らも 、 服の 種類や

着る 日を選択する こ とで、自立度や 多様性 に関

して も考慮 した 支援 を展 開す る こ とが で きた。

こ の こ と は 、 PCP の 観点か ら も重要 な意義が あ

る 。 特 に 、 好 きな服 を着る 日を選択 ・決定す る

こ とに 関 して 、 本研究 で は カ レ ン ダ
ーを用 い た

が 、 A 児は研究開始前 まで カ レ ン ダーの 理解は

で きて い な か っ た 。 本研究に よ っ て カ レ ン ダー

を見て 予定を立 て る と い うス キ ル も習得す る可

能性が考 え られ 、 こ れ は A 児の 生活の 質を大 き

く変える こ とが考えらえる 。

　本研究は、以下 の点で い くつ かの 制限があ っ

た と考え られ、今後の 検討が必要で ある 。 まず

第
一

に 、記録方法が 母親か ら の 報告の み で あ り、

客観性が低い こ とで あ る 。 客観 的なデ
ータ の 収

集 には 、 ビデ オ に よる記録や複数名の観察者 に

よる記録 などが考 えられ るが 、 家庭 にお ける着

替え行動とい う標的行動の 特性上 、 こ れ らの 実

施は困難で あ っ た 。 また 、 母親や 本児の 発話 を

エ ピ ソ ー ドとして挙 げたが、そ の 機能の 変化 に

つ い て の 分析 は困難であ っ た 。 今後 は よ り信頼

性 の 高 く、実施 しやすい デ
ー

タの収集方法の 検

討が必要で あ る 。

　第二 に、研究期 間の 長 さが挙げ られ る。 本研

究に は プ ロ ーブ まで に 9 ヶ月間 を要 した 。 相 談

日が隔週で あ っ た こ とや 、達成基準を明確 に設

けたこ とな どが条件 の 移行 を滞 らせ た原 因で あ

るが 、臨床的には迅速な介入プ ロ グ ラ ム の 適用

が望 まれる 。 介入期間が長 くな っ たこ とに よる

好み の 変動 に関する検討 も今後 の課題で ある。

　本研究で は、キ ャ ラ ク タ
ー

の 服 を着る と い う

A 児の こ だ わ り行動に 関 して 介入 し 、 当該行動

の 軽減と普通の 服 を着る と い う適切行動の 形成

に成功 した 。 しか し、A 児の 「こ だわ り」 と い

う行動特性 その もの が変容 した わけで はな く、

他の もの へ の こ だわ り行動は引 き続 き観察され

て い た。衣服 に 関 して も、他の キ ャ ラク ターの

服 を来た い と要求 した り、新 しい 靴 を履くこ と

に は抵抗 した りとい っ た 反応 が生 起 して い る 。

これ らの 行動 に対 して、す べ て行動 を抑制す る

の で は な く、井澤 （2007） の 指摘 の よ うに 、 社

会的に容認で きる もの は容認 し、本人が徐々 に

納得 しなが ら我慢 して い けるようになるこ とが

重要である と考えられ る 。
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     A  Case Study of  the Support in Home  Settings for a Child with  Pervasive

        Deyelopmental Disabilities Who  Had  Strong Persistent Behavior:

A  Discussion on  the EfTicacy of  Stimulus Fading  for Reduction  of  Persistent Behavior

Hiroyuki MATSUSHITA  and  Shigeki SONOYAMAI

 In this study,  we  tried to decrease the persistent behavior for a  young  child  with  Pervasive Develop-

mental  Disabilities, who  had strongly  persisted in a specific animation  character  for a  long time. He

could  not  put on  the clethes  or  the shoes  without  printing the character. We  used  the combination  of

stimulus  fading and  clifferential reinforcement  not  to be aversive  for hirn. The behaviors which  he put

on  the character-unprinted  clothes  were  targeted, and  reinforcers  were  provided for the occurrence.

The  days when  he could  put on  the clothes  with  or without  printing the character  were  established

every  week.  Also, the participant used  the monthly  calendar  to make  choice  when  he would  put on  the

character-printed  clothes,  As  intervention proceeded, the days when  he could  put on  the character-

printed clothes were  gradually faded out. As a result, the persistent behavior decreased and  the result

had been maintained  after  6 rnonths.  This suggests  that the combination  ofstimulus  fading procedures

and  reinforcement  was  effbctive  in reduction  ofpersistent  behavior, and  it was  important for the child

to be willing  to choose  various  things  to do, It was  also  thought that all ofthe  persistent behaviors did

not  have to be restricted  but the behaviors which  would  be socially accepted  had to be accepted,

Key  Words:  Pervasive Developmental Disabilities, persistent behavior, behavioral therapy,  stimulus

         fading
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